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はじめに

1．  受傷アスリートの心理的変容を検討する意義
身体を極限の状態まで追い込み、プレッ
シャーのかかるなかで競技に取り組んでいるア
スリートにとって、怪我は切っても切り離せな
いものであり、誰しもが通らざるを得ない問題
である。怪我によりアスリートは、競技復帰や
進学、就職への不安、痛みそのものへの苛立ち、
ライバルに遅れをとることや身体的不自由さか
らのもどかしさなど、様々なストレスを体験す
る（岡ら、1996）。その一方で、怪我などの痛
みは心理的限界やそれを突破していくときの痛
みでもあり、アスリートが人間としてもアス
リートとしても成長していくために乗り越える
べき心理的痛み（苦悩）を体験していると考え
られている（鈴木、2014）。また中込・上向（1994）
は、慢性 痛を訴えたアスリートが、カウンセ
リングの中で痛みに対する “ 構え ” を変化させ
ており、アスリートの訴えの変容は内的変化の
現れであるとした。このように、怪我はアスリー
トにとって危機的な体験であるが、アスリート
が怪我を乗り越えていく経験は心理的変容を伴
い、そのような取り組みがその後の競技生活に
とって意味ある体験となり得る。
これまでに受傷アスリートの心理的変容につ
いては、Kübler-Ross（1969）の臨死 5段階モデ
ルを援用し、検討されてきた（例えば、上向、

1995；辰巳・中込、1999）。それは、受傷アスリー
トが、否認、怒り、取り引き、抑鬱という段階
を経ていく中で、情緒の悲嘆さを表出し、徐々
に心理的ストレスを軽減し、最終的には怪我の
現実を受容する段階を迎えるという系列的な段
階が想定されている。怪我を受容することは、
リハビリテーションへの専心性を促し、怪我の
回復や競技への早期復帰に繋がるとされている
（上向・竹之内、1997；辰巳、2002）。つまり、
受傷アスリートの怪我に対する認知・捉え方が
怪我の受容に影響し、それが受傷に伴う情緒的
反応や治療・リハビリテーションへの行動にも
作用することが窺える。このように、受傷直後
のアスリートは身体的回復に取り組むと同時
に、心理的回復に取り組むことが求められる。

2．  受傷アスリートの心理サポートにおける理
解と課題
受傷アスリートの心理的問題に対処するため
の資源として、ソーシャルサポートが注目され、
研究が広く展開されてきた。ソーシャルサポー
トはストレス緩衡効果があるとされ、心身の健
康状態を良好にする影響があると考えられてい
る（Sheldon et al、2005）。Roy-Davis et al．（2017）
は、受傷アスリートへの「受領したソーシャル
サポート」などの外的要因と、「知覚されたソー
シャルサポート」などの内的要因が、特定の認
知プロセス（メタ認知とポジティブな再評価）
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を可能にし、それが次に続くポジティブ感情と
促進的な反応に影響することによって、怪我を
成長の機会（SIRG：Spor t  In ju ry-Rela ted 

Growth）にすることができることを示した。ま
た、鈴木・中込（2013a）は、ソーシャルサポー
トが怪我の受容を直接的及び間接的に促進して
いることを明らかにし、受傷アスリートに様々
な気づきがなされることで、競技者としてだけ
でなく人格的成長を求められる機会となること
から、受傷アスリートにとってソーシャルサ
ポートの必要性を示している。その他にも、受
傷アスリートを対象としたソーシャルサポート
の効果については、リハビリテーション段階や
男女の違いなどにおいて、受傷アスリートが求
めているサポート内容やサポート提供者の違い
について報告されてきた（例えば、Bianco、
2001；Corbillon et al．、2008；Yang et al．、
2010）。その一方で、高野・栗木（2011）は、
情緒面でのサポートは、受傷時の心理状態にポ
ジティブな影響だけでなくネガティブな影響を
与えたことも示しており、ソーシャルサポート
の提供方法や個々に合わせた内容を提供する必
要があると述べている。また、鈴木・中込（2011）
は、ソーシャルサポート研究に対し介入研究が
不足しており、その中で、サポート提供者と受
け手（受傷アスリート）との関係性についても
検討する必要があるとした。
上記のことから、受傷アスリートが怪我を乗
り越えていく体験は、競技成績や対人関係など
アスリートの立場によって異なっており、受傷
アスリートの心理サポートの実践へ向けて、個
別性や関係性という視点で検討することが求め
られている。また、対人援助において「関係性
の変容がどのように生じているのか」（長岡、
2009）を検討することが、重要であるとされて
いる。このことを踏まえ、受傷アスリートの怪
我の回復過程において、関係性の変容過程を検

討することが有効であると考える。
さらに、受傷アスリートが他者と関わりを持
つことは、心理的変容や身体的回復に密接に関
連し合っているのではないかと考える。三輪・
中込（2004）は、負傷競技者の「痛み」の訴え
に焦点をあて、その訴えの背景に、「理解者が
存在しない、周囲に受け入れられていないとい
う社会的な痛み」や、「競技を続けることの意
味を見失い、競技者としての自己が揺らいでい
るというスピリチュアルな痛み」が結びついて
おり、それらが時には身体的な痛みとして強く
表現されていることもあるとした。このように、
受傷体験では身体的な回復や心理・情緒的安定
性だけでなく、他者との関わりや競技者として
の問い直しを迫られることもある。また山崎
（2015）は、アスリートは『内界の表現が言語
による語りよりも「身体」を通して行われやす
い』と述べ、精神的な苦痛が行動上の問題や身
体症状などによって表現され、語りとして表現
されにくいことを指摘している。さらに、「ア
スリートは語ることが苦手」であり、これはチー
ムや指導者との関係の中で過剰に適応してきた
という側面が影響していると考えられ、競技を
する面で他者によく見せたいというようなアス
リートのあり方が背景にある。
このことから、受傷アスリートが受傷体験を
チームメイトや指導者とどのように共有するか
は、怪我からの回復過程において大きな課題に
なるのではないかと考えられる。さらに、この
ようなアスリートが他者との関わりを持つこと
は、自分自身の内面に目を向け、受傷体験につ
いて様々な視点から検討することになる。受傷
アスリートが怪我を受容し、回復する過程にお
いて、他者との関わりは重要な要素になってい
ると考えられる。
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3．本研究の目的
以上のことから、アスリートが受傷体験にお
いて、身体的回復及び心理的変容に取り組む中
でどのように他者と関わるのかを明らかにし、
受傷アスリートが直面している課題を検討す
る。そして、受傷アスリートと他者との関わり
だけでなく、アスリートの身体や内界との関わ
りについても検討することで、アスリートが他
者との関わりの中で怪我をどのように体験して
いるのかを明らかにしたいと考える。
そこで本研究は、アスリートの受傷体験につ
いての語りから、受傷アスリートの内界と身体、
他者との「関わり」を手掛かりとした心理変容
プロセスを可視化することを目的とする。そし
て、その目的達成のために「アスリートは受傷
体験を通じて、どのように関わりを変容させる
のか」というリサーチクエスチョン（Research 

Question：以下、RQ）を設定した。本研究にお
いて、受傷アスリートから紡ぎ出された語りを
丁寧に分析することで、他者との関わりの中で
どのように怪我を体験しているのかを明らかに
したいと考える。そのような知見は、受傷アス
リートに対し、何のサポートが必要かではなく、
どのように心理サポートを提供する必要がある

のかというようなサポート提供者と対象者の関
係性や、サポートの展開を提示し、より実践的
な議論を進めていくことに繋がると考える。

方法

1．調査対象者
インフォーマント（Informant：以下、Inf．）は、
競技生活において一時的な運動停止を余儀なく
された受傷経験をもつ大学生アスリート 5名
（平均年齢 20.80歳、SD=1.33）を対象とした。
対象者の情報について表 1にまとめた。対象者
の選考に際して、本研究では受傷体験による他
者への関わりについて検討をすることを目的と
していることから、競技場面から一時的に離れ
ざるを得なかった選手を対象とした。また、鈴
木・中込（2013a）の「短期間に治癒する怪我
では、（中略）情緒変化過程での受容を明確に
把握することは困難と考えられ、ここでは復帰
までに 2ヶ月以上を要した負傷経験のあるアス
リートを対象とした」を参考にし、競技復帰ま
でに 2ヶ月以上を要し、受傷体験について詳細
に振り返ることのできる者とした。調査対象者
は、コーチから対象者となり得る人に調査の概

表 1　調査対象者プロフィール一覧
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要を伝えてもらい、調査の許可を得た方に連絡
をして、調査の依頼をした。

2．倫理的配慮
調査対象者に対して本研究の目的について

「受傷を経験したアスリートがその時の経験を
どのように体験しているのかについて研究す
る」と口頭で説明し、書面で同意を得た。また、
研究の参加が任意であり、口外したくない内容
は無理に話さなくても良いことを説明し、イン
タビュー内容の研究使用と ICレコーダーによ
る発話内容の録音について承諾を得た。さらに、
発話内容は個人の名前を符号化することで個人
が特定されないようにし、筆者以外の目に触れ
ることのないように配慮した。また、本研究は
倫理的に問題ないと判断し、実施した。

3．面接内容・手続き
同意を得られた対象者に対して、筆者が 50

－ 60分の半構造化インタビューを行った。イ
ンタビューは調査対象者が所属する学内の空き
教室を利用し、対面式で行った。インタビュー
は、質問項目をある程度構造化しながら、実際
のインタビューでは興味深い語りについて適宜
質問を加えたり、話の展開に応じて質問の順序
を変えたり、十分な柔軟性を持ちながら実施し
た。具体的には、はじめにこれまでの競技歴や
競技成績について話してもらったのち、受傷体
験について想起してもらい、受傷時期や受傷状
況、受傷から復帰までの過程を振り返っても
らった。また、そのような回復過程に沿って、
指導者やチームメイトとどのように関わってい
たのか、他者に対してどんな気持ちだったか、
リハビリテーションや練習にどのように取り組
んでいたか、怪我や競技に対する考えや思いは
どのようなものであったかなどついて質問し、
具体的に話してもらった。

4．分析方法
分析には、質的研究法である修正版グラウン
デッド・セオリー・アプローチ（Modified 

Grounded Theory Approach：以下、M-GTA）を
用いた。M-GTAは、データの解釈から説明力
のある概念の生成を行い、そうした概念の関連
性を高め、まとまりのある理論を作る方法とさ
れている。木下（2007）は、M-GTAに適した
領域を健康問題や生活問題を抱えた人々に専門
的に援助を提供するヒューマン・サービス領域
が適切と考え、自分たちが行っていることが何
なのか、実態を理解したいという強い動機を持
ち、しかも単に知りたいというだけでなく現実
の課題に対しての解決や改善に向けての方向性
を検討することを大事な特性であると述べてい
る。また、そのような領域は人間と人間の社会
的相互作用の世界でもあり、双方の働きかけや
やり取りによって絶えず変化していく生きた世
界であると述べている。M-GTAは、人間を対
象に、ある “ うごき ” を説明する理論を生成す
る方法であると考えられている。本研究は、ア
スリートが受傷を体験することで関わりがどの
ように変容するのかというような “ うごき ” を
明らかにすることを目的としていることから、
M-GTAを分析方法として採用した。

5．M-GTA の分析手順
まず、分析テーマと分析焦点者の設定を行っ
た。分析焦点者とは「解釈のために設定される
視点としての他者」とされ、実際の協力者を抽
象的に設定したものである。分析焦点者を明確
にしておくことで、分析を行う際に、分析者で
ある研究者が分析焦点者というもう一人の視点
を経由することでデータに着目することができ
る。また分析焦点者の設定にはデータの分析の
面だけでなく、分析結果として提示するグラウ
ンデッド・セオリーの適用可能範囲、一般化可
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能範囲を示すことにもなる。分析テーマは、受
傷アスリートの関わりがどのように変容するの
かを視覚化することを目的としていることか
ら、「受傷アスリートの関わりの変容プロセス」
とした。また、分析焦点者は「受傷によって競
技からの長期離脱を経験した大学生アスリー
ト」に設定した。
次に、分析テーマと分析焦点者に照らし合わ
せて逐語化したデータを見ていきながら、関連
のありそうな部分に着目し、着目した箇所に下
線部を示して、分析ワークシートの具体例欄に
貼り付けた。そして、抜き出した具体例につい
て、なぜその箇所に着目したのか、そしてその
意味は何かを考え、解釈し、定義としてまとめ、

概念名（定義を凝縮表現したもの）をつけた。
その後、データを読み進め、その概念の他の具
体例を探し、具体例欄に記入した。理論的メモ
には解釈の過程、概念の関連性、類似例及び対
極例、検討した内容等を記した。分析を進める
中で、受傷アスリートの関わりを「他者との関
わり」「身体との関わり」「内界との関わり」か
ら説明することが可能ではないかと考え、3つ
の視点から分析を行った。さらに、生成した概
念同士の関連性を検討しながらカテゴリー（複
数の概念）を生成した。
分析過程において、生成中の概念と具体例（類
似例、対極例）及び具体例と具体例の関係、生
成中の概念と概念の関係、カテゴリー（複数の

表 2　分析ワークシート例
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概念の関係）と概念の関係、カテゴリーとカテ
ゴリーの関係という様な比較作業を行った。こ
のような具体的なレベルから抽象度を上げたレ
ベルまで様々な比較を行い、類似例や対極例の
検討をすることで概念の完成度を高め、さらに
分析結果全体についての判断を行い、分析を終
了した。分析ワークシートの例を表 2に示した。
また、本研究では分析の質を保障するために、
心理学を専攻する教員 1名及び大学院生や、質
的研究の経験を持つ教員 1名に複数回に渡って
スーパーバイズを受け、分析方法や導き出され
た概念やカテゴリーが適切に表現できているか
どうかを協議しながら、理論の精緻化を図った。

結果と考察

1．カテゴリーの生成と精緻化
M-GTAを用いて、受傷アスリートの関わり
の変容を検討した結果、最終的に 12個の概念
と 4つのカテゴリーを導き出した（表 3）。なお、
生成した概念は調査者 5名の語りが含まれてお
り、単独の調査者からなる概念は他の概念との
関係を検討して削除または統合している。以下
では、生成された概念の内容とその関連につい
て検討し、「受傷アスリートの関わりの変容プ
ロセス」として整理する。なお本文中では、カ
テゴリーを《　》、概念を【　】、定義を〈　〉
と表記する。

2．結果図とストーリーラインの提示
上記の内容を踏まえ、本研究の結果から導き
出された概念及びカテゴリーの関連を結果図と
してまとめた（図 1 「アスリートが受傷体験を
契機に関わりを変容させるプロセス」）。概念間
の関係はその影響や働きの方向に矢印が向いて
いるが、【痛くてもできることが広がる】と【自
分が変わることの必要性に気づく】は同時に生

じているのではないかと考えたことから、二重
線で繋げて表現した。ここでは、4つのカテゴ
リーにそってストーリーラインに基づきなが
ら、全体像を示す。
受傷を体験する以前のアスリートは、思うよ
うに調子が上がらず成果が出ない、または思っ
ている以上にパフォーマンスが発揮される、と
いうような状況下で身体を思うように操作でき
なくなり戸惑っている（【身体を思うように操
作できなくなり戸惑う】）。さらに、〈思うよう
に成果が出なかったり周囲との関係に不満を抱
いていたりして、練習や試合に気持ちが入って
いない〉というような【気持ちが満たされない】
状況にいる。しかし、競技場面において指導者
から言われるがままに行動したり、チームメイ
トに言いたいことが言えなかったりと、他者に
対して【受け身的な関わりになる】に留まって
おり、対処できずにいる。このように、アスリー
トが受傷に至る前段階では、成績不振や指導者
との関わり、自身の競技に対する取り組み方に
漠然とした疑問を感じながらも、どうすること
もできないまま、《限定的な対処》の中で競技
をしている。
その後、受傷アスリートは怪我の程度を軽く
見積もろうとしたり、無理に体を動かして練習
を継続しようとしたりするが、【痛みにより怪
我を認めざるを得ない】状況となり、他者から
の助言によって練習からの離脱を決心する。そ
して、これまで積み重ねてきた練習成果が崩れ
去り、今後の競技人生や計画の破綻、練習や競
技そのものからの離脱、試合出場への断念など
によって【怪我により先が見えなくなる】。さ
らに、チームへの不適応感や、受傷による苛立
ちや混乱から自然に指導者とチームメイトとの
距離をとるようになり、【自ら関わりを断ち切
ろうとする】。受傷直後の段階では、怪我を認
めることによって、自身の感情や身体感覚、指
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導者やチームメイトというような他者との関わ
りなど、様々な場面において《繋がりの喪失》
に至っている。
その後、受傷アスリートは痛みの程度や身体
感覚を確かめながら競技復帰を望み、専心的に
リハビリテーションやトレーニングをこなそう

とするのであるが、【どうしてもできないこと
に目が向く】ので、模索しながら復帰へと向かっ
ている。その際に、受傷の経過を振り返りなが
ら、他者との関係を考え直すことで【他者の存
在意義を見直す】ようになる。さらに、思うよ
うに怪我から復帰できない中で、競技を続ける

表 3　概念リスト（カテゴリー・概念名・定義・具体例）
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意義やチームに存在することの必要性を自分自
身に問いかけながら、【自分が競技をする意義
を考える】。この段階では、受傷からの復帰が
思うように進まない中で、他者との関わりや自
分自身の競技に対する取り組みを振り返ること
を繰り返していることから、《現状への模索》
に取り組んでいる。
最終的に、競技へと復帰していく段階では、
依然と痛みがあるなかでも今できることや、復
帰や目標へむけて前向きに取り組むようにな
り、【痛くてもできることが広がる】。それと同
時に、練習内容や指導者、チームメイトに原因
があるのではなく、自分にも課題があると考え、
【自分が変わることの必要性に気づく】。そして、
競技復帰を契機として競技に対する身体的及び
心理的な課題に気づくようになることで、他者
に自分自身の弱みを支えてもらったり悩みを理
解してもらえたりするような関わりを求めてい
く。このように、受傷アスリートは【受け身的
な関わり】ではなく、【思ったことを話せる関
わりを求める】ように関わりを変容していき、

《自己表現の拡大》をしている。
以上のように、受傷アスリートは様々な関わ
りにおいて《限定的な対処》になっており、受
傷によって、競技だけでなく他者や自分自身に
おいても《繋がりの喪失》を体験することとな
る。その後、競技復帰へ向けて《現状への模索》
が繰り返される中で、自分のできることや課題
に気づくことで他者に開示しようとする働きが
生じ、関わりの中で《自己表現の拡大》が生じ
る。

3．得られた仮説的知見
本研究は、受傷アスリートの体験を内界・身
体・他者との「関わり」を手掛かりとし、心理
変容プロセスの可視化を行った。そこでは、「ア
スリートは受傷体験を通じて、どのように関わ
りを変容させるのか」という RQのもと、受傷
アスリートの内界・身体・他者との「関わり」
の変容について検討した。その結果、受傷アス
リートは「限定的な対処のなかで競技に取り組
んでいたが、受傷を経験し繋がりを喪失し、他

図 1．アスリートが受傷体験を契機に関わりを変容させるプロセス
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者との関わりや自分自身の現状を模索すること
で、自己表現を拡大していくようになる」とい
う仮説的知見を導き出した。受傷アスリートは、
受傷体験によって自身の身体と向き合うことを
通じ、他者や自身の内界にも目を向けることで、
新たな気づきや繋がりを得たのではないかと考
える。以下では、導き出された仮説的知見をも
とに、受傷アスリートの支援のあり方を検討す
る。
アスリートは受傷体験を通じて、他者に対し
て【受け身的な関わり】から【思ったことを話
せる関わり】へと関わりを変容させていた。こ
れまでにも、受傷アスリートに対して、「傾聴」
（鈴木・中込、2013b）や痛みやつらさを共感的
に受け止めてもらえる「こころの居場所」（中込・
上向、1994）というような、他者との関わりの
重要性が示されてきた。本研究では、受傷アス
リートが思うように復帰できない中で、【他者
の存在意義】や【自分が競技をする意味】を模
索し、自分自身に必要な支援を求めていった。
岡ら（1995）は、受傷アスリートがリハビリテー
ションに専念し、受傷からの早期回復や競技へ
の早期復帰を望むならば、自身の負った傷害に
ついてよく理解し、自分自身にできることは何
かを考え、行動するといった能動的な態度で望
むことが有効であると述べている。
このことから、受傷アスリートが自身の怪我
の体験や競技について考えることは復帰へ向け
て必要な時間であり、さらに、振り返りや模索
が自分自身の身体や内面だけでなく他者にも向
けられることで、怪我や自分自身の内面の理解
に繋がっていくと考える。また、自身の内面を
言語化することを苦手としているアスリート
が、受傷を通じて悩みを聞いてもらったり、共
感してもらえる居場所を見出したりすることは
新たな関わりとなり、自己理解や他者理解を深
めることが怪我からの復帰だけでなく、その後

の競技場面での取り組みに繋がってくることが
示唆された。
さらに、受傷アスリートの他者との関わりの
変容に着目すると、受傷時にはパフォーマンス
の不調のような身体的な違和感だけでなく、競
技場面での対人関係にも疑問を抱いていた。そ
して、受傷から復帰していく過程で競技や他者
との繋がりを自ら断ち切ろうとし、自身の内面
に目を向けることで、再び競技との繋がりを見
出していった。《繋がりの喪失》から《現状へ
の模索》という過程では、怪我をしたことへの
受け入れがたさや戸惑いを、「部活にすらいき
たくない状態」（Inf. C）や「もう二度と口聞か
ない」（Inf. D）というように他者への態度によっ
て表出し、その後、「弱みを言えるようになった」
や「考えて練習するってこういうことなんだな」
と自分自身の内面に目を向けるようになり、他
者の存在や自分自身が競技をする意味を模索し
ている。
受傷アスリートの多くは怪我をしたことを指
導者やチームメイトに知られたくなかったり、
怪我をしている姿を見せたくなかったりするこ
とから、否定的感情を自分の中だけにとどめて
いるようである。鈴木・中込（2011）は、
Baekland（1970）の論文を引用し、受傷アスリー
トが他者との関係を遮断され、孤立感を伴いな
がらリハビリテーションに取り組んでいる状況
にあると推察している。その一方で、本研究で
は受傷アスリートが【自ら関わりを断ち切ろう
とする】ことで、一人で考える時間を作ってい
るということが明らかとなった。そして、指導
者やチームとの関わりを遠ざけることによっ
て、これまで語られることのなかった否定的側
面を語ることができるようになったのではない
かと考える。豊田（2006）は、学生アスリート
が怪我を克服していく心理的プロセスにおい
て、「否定的感情の顕在化」と「否定的感情の
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潜在化」を体験することで、「肯定的態度の獲得」
に至るとしており、否定的感情を表出すること
の重要性が述べられている。以上のことを踏ま
え、チームや競技から物理的及び心理的に離れ
ざるを得ない受傷アスリートに対し、受傷アス
リートが今、どのような体験をしているのか、
またどのような課題に取り組もうとしているの
かを見立てながら、支援のあり方を検討するこ
とが必要である。
また、怪我の受容や心身の回復については、
受傷直後は【痛みにより怪我を認めざるを得な
い】ようになることで【怪我により先が見えな
くな】っていたが、「黙々とするしかなかった」
（Inf. C）「もうそっちにかけるしかない」（Inf. D）
と復帰に向けてリハビリテーションに取り組ん
でいた。その後は、【どうしてもできないこと
に目が向く】と思うように競技復帰が進まない
中で、現状を模索し、他者の存在や自分自身が
取り組むべき課題を認識するようになった。こ
のことから、受傷アスリートはできる限り早い
競技復帰を目指して、早期に怪我について折り
合いをつけ、リハビリテーションに取り組んで
いることが考えられる。つまり、受傷アスリー
トは心の傷に触れることをよりも、身体的な回
復に優先的に取り組まざるを得なくなってい
る。その一方で、身体の治療やリハビリテーショ
ンに取り組み身体的回復を進めていくことで、
復帰への見通しが立ち、心理的にも安定してい
る可能性があると考えられる。
受傷アスリートの心理サポートにおいては、
受傷アスリートが怪我をどのように受け入れて
いるのかを辿っていくことが、そのアスリート
のあり方や心理変容を捉えていく手がかりとな
ると考える。そのため、サポート提供者は受傷
直後やリハビリテーション時のみに着目するだ
けでなく、競技への復帰後も含めて継続的にア
スリートを理解していく必要があると考える。

総括

本研究では、受傷アスリートの心理変容を内
界・身体・他者との「関わり」という視点から
視覚化し、検討を行った。そこでは、受傷体験
を契機とし、他者との関わりを見つめ直し、ま
た内界との関わりを深めていた。アスリートに
とって受傷体験は、競技やチームと離れざるを
得ず、危機的体験であると思われるが、そのよ
うな体験をきっかけにして、自分が競技をする
意味や競技者としての課題に目を向けていた。
中込・上向（1994）はアスリートの怪我の予防
や治療に対して、「スポーツ選手の怪我」では
なく、「怪我をする（した）選手」という視点
に立って心理サポートを行うことの意義を述べ
ている。つまり、怪我やその症状に対して支援
をするだけでなく、受傷したアスリートその人
自身をみることで、その人にとって怪我がどの
ような体験だったのか、またどのような意味を
持つのかを考えることに繋がるのではないだろ
うか。このようなことからも、受傷アスリート
は競技から離れてみることで、怪我からの回復
だけでなく、自分自身に全人格的な問いを立て
て向き合おうとしており、これまでの自分とは
異なる視点から、自身の課題や必要なサポート
について検討しているのではないかと考える。
また、受傷アスリートがリハビリテーションに
専念し、自分の課題や競技者としてのあり方に
ついてじっくりと悩むことができるような環境
づくりをすることが、受傷アスリートの身体と
心の治療に繋がると考える。そのようなサポー
ト提供を検討する上で、受傷アスリートの課題
を個人からのみ見立てるのではなく、チームや
友人関係など周囲との関わりを含めて見立てて
いく視点を持つことが大切となる。
本研究は、受傷アスリートの「関わり」に着
目し、その変容過程について検討を行ったが、
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受傷アスリートの怪我の種類や期間、また怪我
をする以前の他者との関わりなどによって、関
わりの変容はその期間やタイミングがそれぞれ
異なってくると考えられた。また、調査協力者
が 5名であったことからも、分析結果が理論的
飽和化に至っているとは言い難い。このことか
ら、調査協力者の属性に合わせてさらに調査を
実施し、モデルの精緻化を図る必要がある。さ
らに、本研究では受傷から復帰を経験している
アスリートに、受傷時の体験を振り返っても
らっていることから、すでにアスリートが受傷
体験について意味付けをしており、情動的反応
や認識の変化、またどのように受傷体験を意味
付けていくのかについては検討するには至らな
かった。受傷アスリートが自身の体験をどのよ
うに振り返り、自身の課題に向き合っているの
かを明らかにしていくためには、受傷を体験し
ているアスリートへの縦断的に調査が求められ
る。
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Abstract

Examination of the Transformation Process of “Relationship” 
of Injured Athlete

Mayumi ITOU

In previous studies, injured athletes have sought psychological growth (dialogue with themselves) in parallel 

with the recovery of the body. In the process of recovery of injuries, “acceptance” of injuries is said to be 

important, and social support for injured athletes is said to promote the acceptance of injuries. Focusing on the 

process of overcoming injuries, the author thought to “relationship” with others is closely related to the 

psychological transformation of injured athletes.

In this research, we set up a research question “How will athletes transform relationships through injury 

experiences” and from the talk about injury experiences, visualized the psychological transformation process 

based on “relationship” between self and body , other persons of injured athlete. Participants are five university 

student athletes with experience of injuries forced to leave the competition for a long time. We conducted semi-

structured interviews (about 50 to 60 minutes) in 1: 1 form for injured experiences to them. After obtaining 

approval from them, was recorded the content of the conversation on a voice recorder, and the verbalized word 

was taken as the utterance data. Date were analyzed using the Modified Grounded Theory Approach.

As a result of the analysis, finally 12 concepts were extracted and summarized into 4 categories. I think that 

the experiences of athletes injury were work that seeks their own issue from the inner and outer world through 

the body and connects experience.

Keywords: injury experience, relationship, qualitative research




